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第 3 章では、第 2章で述べたエネルギー消費計測調査の結果に基づいて各月平均の用途別エネルギー消費日負荷曲
線を推定するために確立した一手法を提案すると共に、その妥当性に関する考察を加えている。更に、計測結果に適
用することにより得られたデータベースについてまとめている。




















調査期間及び調査数:第一次計測: 1998 年 10 月 ""'1999 年 11 月 (40 軒)、第二次計測: 1999 年 12 月 ""'2001
年 5 月 (36 軒:内 10 軒は第一次計測からの継続分)を実施。計測項目: 1)30 分毎の住宅全体の電力・都市ガ
ス消費量及び各電気機器(同時計測最大 8 台)の電力消費量、 2)30 分毎の室内及び外気の温湿度。 3)灯油の購






























ルギー需要(特に μCGS の供給対象となる電力・給湯)が大きい程μCGS の導入によるコスト・ C02 ・一次
エネルギーの削減量が多くなる傾向にある、などの新しい知見が得られている。
以上のように、本論文は、住宅部門についてエネルギー消費に関する原データの収集を首尾良く遂行し、用途別分
解手法の一つを確立して利用しやすいデータベースの構築に大きく貢献するとともに、省エネルギー効果の定量的評
価に有用なモデルやコージェネレーションシステムの導入評価に関する方法論、及びそれらに基づく新しい知見を提
供しており、エネルギーシステム工学の進展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
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